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【表紙画像説明】
おおかみ座にある IRAS 15398-3359は非常に若い低質量原始星として知られ，最初期段階を調べる上でユ
ニークな天体である．本研究では，天体周り数 1000 auスケールにおいての観測が行われ，原始星の左下
（南東）にアーク状の構造が新たに見つかった．これは，H2CO分子（表紙画像）の他に衝撃波トレーサー
として知られる SO, SiO, CH3OH分子輝線で確認された．化学的特徴と速度構造から，既に知られている
アウトフロー（北東‒南西）と全く別の方向に噴いたアウトフローの痕跡が残されていることがわかった．
本研究成果は，低質量原始星の最初期形成過程が考えられていたよりも激しく活動的であることを示す．


